
 

 

 

夏休み中に、志比内小学校のグラウンド整備が行われました。

グラウンドのトラックとフィールドに暗渠を入れ、新しく土も入れ

て整地していただきました。この整備作業のおかげでグラウンド全

体がより機能的で美しくなりました。 

志比内小では、きれいな芝を維持するために、環境整備員さん

が手押し芝刈機で、グラウンドのフィールドのほか土手周辺や公

民館周辺の芝刈りも何日もかけて行い維持しています。 

教育環境整備アンケートにご協力いただきありがとうございまし

た。今回のアンケート回収数は 194件。東神楽町の P戸数は小中

併せて 800戸ほどなので回収率は全体のおよそ２５％です。 

集計データから、ある程度ご家庭の意向を把握することができました。町の広報でも

書かれているとおり、東神楽町の予算は必ずしも潤沢ではありません。このため、自治

体単独では、政府や文科省が示す指針の全てを整備することは困難な状況です。 

また、国の補助を受けて整備する場合も、経費の３割程度が後日補填されるだけな

ので、学校で優先順位を判断する要素として今回のアンケートは大変貴重なものとなり

ます。今後、町内各校の共通要望事項の優先度決定等に反映していく予定です。 

連 絡 先 

東神楽中学校 

83-2413（明石） 

 

東神楽小学校 

83-2344（青野） 

 

東聖小学校 

83-3055（箱﨑） 

 

忠栄小学校 

83-3205（長谷川） 

 

志比内小学校 

96-2146（松田） 

 

教育委員会 

83-5406（石山） 

事務室だより NO.6 



○学習指導要領に合わせた ICT整備について 

１，まずは学年 40台を整備・・・  ３４．５％ 

2，できるだけ早く一人一台整備・・・４０．７％ 

3，近隣町村の動向を確認してから・・２３．２％ 

4，その他・・・・・・・・・・・・ １．６％ 

※７５％のご家庭が積極的に整備することを望んでいると推測されます。 

 

○教室のエアコン設置について 

１，エアコンは必要だ・・・・・・・ ８２．５％ 

2，エアコンは必要ない・・・・・・ １３．４％ 

3，その他・・・・・・・・・・・  ４．１％ 

※学校の避難所機能も念頭に、実情に合わせたエアコン整備を要請していきます。 

 

 

 

○教育環境整備アンケートで、

「中学校の体育館前の出入り口、

駐輪場付近に陥没箇所がありまし

た。」とのご意見をいただき、確

認したところ確かにアスファルトが

陥没していました。早速、教育委

員会へ連絡したところ、建設水道

課の方に埋めていただきました。

また、同時に出入り口部分の地盤

沈下が認められ、大きなひび割

れも確認されたので補修していた

だきました。 

 

このように、アンケートに寄せられたご意見については、各学校に連絡して可能な限り

対応し、その結果については「じむしつだより」でご紹介する予定です。 

文部科学省は教育情報機器の整備について、新しい学習指導要領に合わせ、２０２２年までに３クラスごとに学習用

コンピュータ（タブレット含）を４０台となるよう求め、最終的に一人一台環境を整備するよう求めています。 

政府は来年の夏までに、全国の公立小中学校にエアコンを整備するため、必要な予算措置を行うとし、整備に要する設置費総額の

30％を補助するとの報道がありました。また、町内の小中学校は災害時避難所として指定されています。 


